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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶層及び該液晶層に電圧を印加するための複数の電極対を備え、前記液晶層を介して
対向する副画素電極及び対向電極の電極対を含んで画定される複数の副画素を有する画素
がマトリックス状に配列された液晶表示装置において、
　前記複数の副画素のうち少なくとも第１及び第２副画素夫々に含まれる電極対により前
記液晶層に印加される電圧の電圧差が、マトリックスの行方向及び／又は列方向における
前記画素の配列位置に応じて異なり、
　前記第２副画素は、絶縁層を介して対向する放電容量電極及び所定電位に接続された放
電容量対向電極の電極対を含んで画定されており、
　前記放電容量電極及び放電容量対向電極により形成される放電容量の大きさが、前記画
素の配列位置がマトリックスの行方向及び／又は列方向の中央部から離隔するほど大きく
してあり、前記電圧差は、前記画素の配列位置がマトリックスの行方向及び／又は列方向
の中央部から離隔するほど大きく、
　前記第１及び第２副画素夫々に含まれる副画素電極にデータ信号を印加するための第１
及び第２スイッチング素子と、
　前記第２副画素の副画素電極及び前記放電容量電極間に接続された第３スイッチング素
子と、
　前記第１及び第２スイッチング素子の制御電極に走査信号を印加するための走査信号線
と
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　を更に備え、
　前記第３スイッチング素子の制御電極に、前記走査信号から所定時間遅れた信号が印加
されること
　を特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　液晶層及び該液晶層に電圧を印加するための複数の電極対を備え、前記液晶層を介して
対向する副画素電極及び対向電極の電極対を含んで画定される複数の副画素を有する画素
がマトリックス状に配列された液晶表示装置において、
　前記複数の副画素のうち少なくとも第１及び第２副画素夫々に含まれる電極対により前
記液晶層に印加される電圧の電圧差が、マトリックスの行方向及び／又は列方向における
前記画素の配列位置に応じて異なり、
　前記第２副画素は、絶縁層を介して対向する放電容量電極及び所定電位に接続された放
電容量対向電極の電極対を含んで画定されており、
　前記第１及び第２副画素夫々に含まれる副画素電極にデータ信号を印加するための第１
及び第２スイッチング素子と、
　前記第２副画素の副画素電極及び前記放電容量電極間に接続された第３スイッチング素
子と、
　前記第１及び第２スイッチング素子の制御電極に走査信号を印加するための走査信号線
と、
　前記第３スイッチング素子の制御電極に接続された放電信号線と、
　該放電信号線に前記走査信号から所定時間遅れた信号を印加する放電信号線駆動回路と
　を更に備え、
　前記放電信号線駆動回路が印加する信号の信号幅は、前記画素の配列位置がマトリック
スの行方向及び／又は列方向の中央部から離隔するほど大きくしてあり、前記電圧差は、
前記画素の配列位置がマトリックスの行方向及び／又は列方向の中央部から離隔するほど
大きいこと
　を特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　前記放電容量電極及び放電容量対向電極により形成される放電容量の大きさが、前記画
素の配列位置がマトリックスの行方向及び／又は列方向の中央部から離隔するほど大きい
　ことを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記液晶層及び電極対を含んでおり、表示画面が前方に向けて凸又は凹に湾曲する液晶
パネルを更に備え、
　前記電圧差は、前記液晶パネルの表示画面の曲率に応じて異なる
　ことを特徴とする請求項１から３の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記電圧差は、液晶パネルの表示画面の中央部から前方に、且つ法線方向に離隔した位
置までの距離に応じて異なる
　ことを特徴とする請求項１から４の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第１及び第２副画素の夫々は、絶縁層を介して対向する補助容量電極及び前記所定
電位に接続された補助容量対向電極の電極対を含んで画定され、且つ、前記副画素電極及
び補助容量電極が電気的に接続されており、
　前記第２副画素について、前記放電容量電極及び放電容量対向電極により形成される放
電容量の大きさに対する、前記放電容量の大きさと前記副画素電極及び対向電極により形
成される液晶容量の大きさと前記補助容量電極及び補助容量対向電極により形成される補
助容量の大きさとの和の比が、前記画素の配列位置に応じて異なる
　ことを特徴とする請求項１から５の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
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　液晶層及び該液晶層に電圧を印加するための複数の電極対を備え、前記液晶層を介して
対向する副画素電極及び対向電極の電極対を含んで画定される複数の副画素を有する画素
がマトリックス状に配列された液晶表示装置において、
　前記複数の副画素のうち少なくとも第１及び第２副画素の明度差又は輝度差が、マトリ
ックスの行方向及び／又は列方向における前記画素の配列位置に応じて異なり、
　前記第２副画素は、絶縁層を介して対向する放電容量電極及び所定電位に接続された放
電容量対向電極の電極対を含んで画定されており、
　前記放電容量電極及び放電容量対向電極により形成される放電容量の大きさが、前記画
素の配列位置がマトリックスの行方向及び／又は列方向の中央部から離隔するほど大きく
してあり、前記明度差又は輝度差は、前記画素の配列位置がマトリックスの行方向及び／
又は列方向の中央部から離隔するほど大きく、
　前記第１及び第２副画素夫々に含まれる副画素電極にデータ信号を印加するための第１
及び第２スイッチング素子と、
　前記第２副画素の副画素電極及び前記放電容量電極間に接続された第３スイッチング素
子と、
　前記第１及び第２スイッチング素子の制御電極に走査信号を印加するための走査信号線
と
　を更に備え、
　前記第３スイッチング素子の制御電極に、前記走査信号から所定時間遅れた信号が印加
されること
　を特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】
　液晶層及び該液晶層に電圧を印加するための複数の電極対を備え、前記液晶層を介して
対向する副画素電極及び対向電極の電極対を含んで画定される複数の副画素を有する画素
がマトリックス状に配列された液晶表示装置において、
　前記複数の副画素のうち少なくとも第１及び第２副画素の明度差又は輝度差が、マトリ
ックスの行方向及び／又は列方向における前記画素の配列位置に応じて異なり、
　前記第２副画素は、絶縁層を介して対向する放電容量電極及び所定電位に接続された放
電容量対向電極の電極対を含んで画定されており、
　前記第１及び第２副画素夫々に含まれる副画素電極にデータ信号を印加するための第１
及び第２スイッチング素子と、
　前記第２副画素の副画素電極及び前記放電容量電極間に接続された第３スイッチング素
子と、
　前記第１及び第２スイッチング素子の制御電極に走査信号を印加するための走査信号線
と、
　前記第３スイッチング素子の制御電極に接続された放電信号線と、
　該放電信号線に前記走査信号から所定時間遅れた信号を印加する放電信号線駆動回路と
　を更に備え、
　前記放電信号線駆動回路が印加する信号の信号幅は、前記画素の配列位置がマトリック
スの行方向及び／又は列方向の中央部から離隔するほど大きくしてあり、前記明度差又は
輝度差は、前記画素の配列位置がマトリックスの行方向及び／又は列方向の中央部から離
隔するほど大きいこと
　を特徴とする液晶表示装置。
【請求項９】
　前記放電容量電極及び放電容量対向電極により形成される放電容量の大きさが、前記画
素の配列位置がマトリックスの行方向及び／又は列方向の中央部から離隔するほど大きい
　ことを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記液晶層及び電極対を含んでおり、表示画面が前方に向けて凸又は凹に湾曲する液晶
パネルを更に備え、
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　前記明度差又は輝度差は、前記液晶パネルの表示画面の曲率に応じて異なる
　ことを特徴とする請求項７から９の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記明度差又は輝度差は、液晶パネルの表示画面の中央部から前方に、且つ法線方向に
離隔した位置までの距離に応じて異なる
　ことを特徴とする請求項７から１０の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記第１及び第２副画素の夫々は、絶縁層を介して対向する補助容量電極及び前記所定
電位に接続された補助容量対向電極の電極対を含んで画定され、且つ、前記副画素電極及
び補助容量電極が電気的に接続されており、
　前記第２副画素について、前記放電容量電極及び放電容量対向電極により形成される放
電容量の大きさに対する、前記放電容量の大きさと前記副画素電極及び対向電極により形
成される液晶容量の大きさと前記補助容量電極及び補助容量対向電極により形成される補
助容量の大きさとの和の比が、前記画素の配列位置に応じて異なる
　ことを特徴とする請求項７から１１の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　液晶層及び該液晶層に電圧を印加するための複数の電極対を備え、前記液晶層を介して
対向する副画素電極及び対向電極の電極対を含んで画定される複数の副画素を有する画素
がマトリックス状に配列された液晶表示装置を駆動する方法において、
　前記複数の副画素に第１及び第２副画素が含まれ、
　前記第２副画素は、絶縁層を介して対向する放電容量電極及び所定電位に接続された放
電容量対向電極の電極対を含んで画定されており、
　前記液晶表示装置は、
　前記第１及び第２副画素夫々に含まれる副画素電極にデータ信号を印加するための第１
及び第２スイッチング素子と、
　前記第２副画素の副画素電極及び前記放電容量電極間に接続された第３スイッチング素
子と、
　前記第１及び第２スイッチング素子の制御電極に走査信号を印加するための走査信号線
と
　を更に備え、
　前記複数の副画素のうち少なくとも前記第１及び第２副画素夫々に含まれる電極対によ
り前記液晶層に印加される電圧の電圧差が、前記画素の配列位置がマトリックスの行方向
及び／又は列方向の中央部から離隔するほど大きくなるように、前記放電容量電極及び放
電容量対向電極により形成される放電容量の大きさが、前記画素の配列位置がマトリック
スの行方向及び／又は列方向の中央部から離隔するほど大きくしてあり、
　前記第３スイッチング素子の制御電極に、前記走査信号から所定時間遅れた信号を印加
すること
　を特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１４】
　液晶層及び該液晶層に電圧を印加するための複数の電極対を備え、前記液晶層を介して
対向する副画素電極及び対向電極の電極対を含んで画定される複数の副画素を有する画素
がマトリックス状に配列された液晶表示装置を駆動する方法において、
　前記複数の副画素に第１及び第２副画素が含まれ、
　前記第２副画素は、絶縁層を介して対向する放電容量電極及び所定電位に接続された放
電容量対向電極の電極対を含んで画定されており、
　前記液晶表示装置は、
　前記第１及び第２副画素夫々に含まれる副画素電極にデータ信号を印加するための第１
及び第２スイッチング素子と、
　前記第２副画素の副画素電極及び前記放電容量電極間に接続された第３スイッチング素
子と、
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　前記第１及び第２スイッチング素子の制御電極に走査信号を印加するための走査信号線
と
　を更に備え、
　前記複数の副画素のうち少なくとも前記第１及び第２副画素夫々に含まれる電極対によ
り前記液晶層に印加される電圧の電圧差が、前記画素の配列位置がマトリックスの行方向
及び／又は列方向の中央部から離隔するほど大きくなるように、前記第３スイッチング素
子の制御電極に、前記走査信号から所定時間遅れた信号であって、前記画素の配列位置が
マトリックスの行方向及び／又は列方向の中央部から離隔するほどその信号幅が大きい信
号を印加すること
　を特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
　液晶層及び該液晶層に電圧を印加するための複数の電極対を備え、前記液晶層を介して
対向する副画素電極及び対向電極の電極対を含んで画定される複数の副画素を有する画素
がマトリックス状に配列された液晶表示装置を駆動する方法において、
　前記複数の副画素には第１及び第２副画素が含まれ、
　前記第２副画素は、絶縁層を介して対向する放電容量電極及び所定電位に接続された放
電容量対向電極の電極対を含んで画定されており、
　前記液晶表示装置は、
　前記第１及び第２副画素夫々に含まれる副画素電極にデータ信号を印加するための第１
及び第２スイッチング素子と、
　前記第２副画素の副画素電極及び前記放電容量電極間に接続された第３スイッチング素
子と、
　前記第１及び第２スイッチング素子の制御電極に走査信号を印加するための走査信号線
と
　を更に備え、
　前記複数の副画素のうち少なくとも前記第１及び第２副画素の明度差又は輝度差が、前
記画素の配列位置がマトリックスの行方向及び／又は列方向の中央部から離隔するほど大
きくなるように、前記放電容量電極及び放電容量対向電極により形成される放電容量の大
きさが、前記画素の配列位置がマトリックスの行方向及び／又は列方向の中央部から離隔
するほど大きくしてあり、
　前記第３スイッチング素子の制御電極に、前記走査信号から所定時間遅れた信号を印加
すること
　を特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１６】
　液晶層及び該液晶層に電圧を印加するための複数の電極対を備え、前記液晶層を介して
対向する副画素電極及び対向電極の電極対を含んで画定される複数の副画素を有する画素
がマトリックス状に配列された液晶表示装置を駆動する方法において、
　前記複数の副画素には第１及び第２副画素が含まれ、
　前記第２副画素は、絶縁層を介して対向する放電容量電極及び所定電位に接続された放
電容量対向電極の電極対を含んで画定されており、
　前記液晶表示装置は、
　前記第１及び第２副画素夫々に含まれる副画素電極にデータ信号を印加するための第１
及び第２スイッチング素子と、
　前記第２副画素の副画素電極及び前記放電容量電極間に接続された第３スイッチング素
子と、
　前記第１及び第２スイッチング素子の制御電極に走査信号を印加するための走査信号線
と
　を更に備え、
　前記複数の副画素のうち少なくとも前記第１及び第２副画素の明度差又は輝度差が、前
記画素の配列位置がマトリックスの行方向及び／又は列方向の中央部から離隔するほど大
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きくなるように、前記第３スイッチング素子の制御電極に、前記走査信号から所定時間遅
れた信号であって、前記画素の配列位置がマトリックスの行方向及び／又は列方向の中央
部から離隔するほどその信号幅が大きい信号を印加すること
　を特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特にガンマ特性の視野角依存性を改善する液晶表示装
置及び液晶表示装置の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、高精細、薄型、軽量、及び低消費電力等の優れた特長を有する平面表
示装置であり、薄型テレビ、パソコンモニタ、デジタルサイネージ等に幅広く利用される
。
【０００３】
　従来、一般的に用いられていたＴＮ（Twisted Nematic ）モードの液晶表示装置は、生
産性に優れている一方で、画面表示に係る視野角特性に問題があった。例えば表示画面を
法線に対して斜め方向から見た場合に、ＴＮモードの液晶表示装置ではコントラスト比が
著しく低下すると共に、階調間の輝度差が著しく不明瞭になる。また、表示画面を正面か
ら見ると明るく（又は暗く）見える部分が、法線に対して斜め方向から見ると暗く（又は
明るく）見える、いわゆる階調反転現象が観察される場合がある。
【０００４】
　上述の視野角特性の問題を改善する液晶表示装置として、ＩＰＳ（In-Plan Switching 
）モード、ＭＶＡ（Multi domain Vertical Alignment ）モード等の表示モードで表示す
るものがある。これらの液晶表示装置における表示モードを実現する技術は、視野角特性
を改善する技術として広く利用されている。
【０００５】
　さて、視野角特性の問題の一つに、表示輝度の階調依存性を表すガンマ特性が表示画面
の法線に対する視線の角度に依存する（以下、ガンマ特性の視角依存性という）問題があ
る。この問題は、表示画面に対する観察方向によって階調表示状態が異なるものであり、
観察方向が表示画面の法線に沿う方向の場合と法線に対して斜め方向の場合とで、ガンマ
特性が異なって観察されるというものである。
【０００６】
　これに対し、非特許文献１には、ガンマ特性の視角依存性（文献によっては視野角依存
性と称される）を改善する液晶表示装置が開示されている。非特許文献１に記載の液晶表
示装置は、各画素の夫々が２つの副画素によって構成されており、１つの副画素に放電容
量（Ｃdown）が設けられている。２つの副画素夫々の副画素電極は、制御電極に走査信号
線から走査信号が印加されるＴＦＴ１及びＴＦＴ２を介してデータ信号線（ソース信号線
）に接続されている。放電容量は、対向電極に対向する放電容量電極がＴＦＴ３を介して
一の副画素の副画素電極に接続されている。そして、ＴＦＴ３の制御電極が、次ラインの
走査信号線に接続されている。
【０００７】
　非特許文献１に記載の液晶表示装置では、各画素について、夫々の画素に対する走査信
号より１水平走査時間だけ遅れた走査信号がＴＦＴ３の制御電極に印加される。このよう
に一の副画素の副画素電極及び放電容量電極間を走査信号より時間的に遅れた信号に応じ
て接続することにより、２つの副画素夫々が液晶層に印加する実効電圧を変えることがで
きる。この場合、副画素毎に異なるガンマ特性が調和した状態で各画素が観察されること
となるため、ガンマ特性の視角依存性が改善される。
【先行技術文献】
【非特許文献】



(7) JP 6490811 B2 2019.3.27

10

20

30

40

50

【０００８】
【非特許文献１】Sang Soo Kim, Bong Hyun You, Jung Hwan Cho, Sung Jae Moon, Brian
 H. Berkeley and Nam Deog Kim著、「82″Ultra Definition LCD Using New Driving Sc
heme and Advanced Super PVA Technology」、SID Symposium Digest of Technical Pape
rs、May 2008、Volume39、Issue1、p.196-199
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、非特許文献１に記載された技術は、表示画面を正面から法線に沿う方向
に観察した場合と比較して法線と交差する方向から観察した場合に、交差する角度の違い
を考慮せずにガンマ特性の劣化を抑制するものであった。このため、例えば表示画面の縁
部における法線と観察者の視線とがなす角度が比較的大きい状況で表示画面を観察する場
合は、表示画面上の観察対象位置が端部に近いほどガンマ特性の劣化の抑制が不十分にな
らざるを得ないという問題があった。
【００１０】
　本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、表示画面
上の観察対象位置における法線と観察者の視線とがなす角度が比較的大きい場合であって
も、ガンマ特性の劣化を効果的に抑制することが可能な液晶表示装置及び液晶表示装置の
駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明に係る液晶表示装置は、液晶層及び該液晶層に電圧を印加するための複数の電極
対を備え、前記液晶層を介して対向する副画素電極及び対向電極の電極対を含んで画定さ
れる複数の副画素を有する画素がマトリックス状に配列された液晶表示装置において、前
記複数の副画素のうち少なくとも第１及び第２副画素夫々に含まれる電極対により前記液
晶層に印加される電圧の電圧差が、マトリックスの行方向及び／又は列方向における前記
画素の配列位置に応じて異なるようにしてあることを特徴とする。
【００１２】
　本発明に係る液晶表示装置は、液晶層及び該液晶層に電圧を印加するための複数の電極
対を備え、前記液晶層を介して対向する副画素電極及び対向電極の電極対を含んで画定さ
れる複数の副画素を有する画素がマトリックス状に配列された液晶表示装置において、前
記複数の副画素のうち少なくとも第１及び第２副画素の明度差又は輝度差が、マトリック
スの行方向及び／又は列方向における前記画素の配列位置に応じて異なるようにしてある
ことを特徴とする。
【００１３】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記電圧差又は明度差若しくは輝度差は、前記画素の配
列位置がマトリックスの行方向及び／又は列方向の中央部から離隔するほど大きいことを
特徴とする。
【００１４】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記液晶層及び電極対を含んでおり、表示画面が前方に
向けて湾曲する液晶パネルを更に備え、前記電圧差又は明度差若しくは輝度差は、前記液
晶パネルの表示画面の曲率に応じて異なることを特徴とする。
【００１５】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記電圧差又は明度差若しくは輝度差は、前記液晶パネ
ルの表示画面の中央部から前方に、且つ法線方向に離隔した位置までの距離に応じて異な
ることを特徴とする。
【００１６】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記液晶パネルは、表示画面が前方に向けて凸に湾曲し
ており、前記電圧差又は明度差若しくは輝度差は、前記曲率が大きいほど又は前記距離が
短いほど大きいことを特徴とする。
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【００１７】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記第２副画素は、絶縁層を介して対向する放電容量電
極及び所定電位に接続された放電容量対向電極の電極対を含んで画定されており、前記第
１及び第２副画素夫々に含まれる副画素電極にデータ信号を印加するための第１及び第２
スイッチング素子と、前記第２副画素の副画素電極及び前記放電容量電極間に接続された
第３スイッチング素子と、前記第１及び第２スイッチング素子の制御電極に走査信号を印
加するための走査信号線とを更に備え、前記第３スイッチング素子の制御電極は、前記走
査信号から所定時間遅れた信号が印加されるようにしてあることを特徴とする。
【００１８】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記第２副画素について、前記放電容量電極及び放電容
量対向電極により形成される放電容量の大きさが、前記画素の配列位置に応じて異なるこ
とを特徴とする。
【００１９】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記第１及び第２副画素の夫々は、絶縁層を介して対向
する補助容量電極及び前記所定電位に接続された補助容量対向電極の電極対を含んで画定
され、且つ、前記副画素電極及び補助容量電極が電気的に接続されており、前記第２副画
素について、前記放電容量の大きさに対する、前記放電容量の大きさと前記副画素電極及
び対向電極により形成される液晶容量の大きさと前記補助容量電極及び補助容量対向電極
により形成される補助容量の大きさとの和の比が、前記画素の配列位置に応じて異なるこ
とを特徴とする。
【００２０】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記第３スイッチング素子の制御電極は、前記マトリッ
クスの行方向に離隔した走査信号線に接続してあることを特徴とする。
【００２１】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記第３スイッチング素子の制御電極に接続された放電
信号線と、該放電信号線に前記走査信号から所定時間遅れた信号を印加する放電信号線駆
動回路とを更に備え、前記放電信号線駆動回路が印加する信号は、信号幅が前記画素の配
列位置に応じて異なることを特徴とする。
【００２２】
　本発明に係る液晶表示装置の駆動方法は、液晶層及び該液晶層に電圧を印加するための
複数の電極対を備え、前記液晶層を介して対向する副画素電極及び対向電極の電極対を含
んで画定される複数の副画素を有する画素がマトリックス状に配列された液晶表示装置を
駆動する方法において、前記複数の副画素のうち少なくとも第１及び第２副画素夫々に含
まれる電極対により前記液晶層に印加される電圧の電圧差を、マトリックスの行方向及び
／又は列方向における前記画素の配列位置に応じて異ならせることを特徴とする。
【００２３】
　本発明に係る液晶表示装置の駆動方法は、液晶層及び該液晶層に電圧を印加するための
複数の電極対を備え、前記液晶層を介して対向する副画素電極及び対向電極の電極対を含
んで画定される複数の副画素を有する画素がマトリックス状に配列された液晶表示装置を
駆動する方法において、前記複数の副画素のうち少なくとも第１及び第２副画素の明度差
又は輝度差を、マトリックスの行方向及び／又は列方向における前記画素の配列位置に応
じて異ならせることを特徴とする。
【００２４】
　本発明にあっては、マトリックス状に配列された画素が、液晶層を介して対向する副画
素電極及び対向電極の電極対を含んで画定される複数の副画素を有している。そして、画
素が有する少なくとも第１及び第２副画素について、夫々の電極対により液晶層に印加さ
れる電圧の電圧差が、マトリックスの行方向及び／又は列方向における画素の配列位置に
応じて異なるようにする。
　これにより、少なくとも第１及び第２副画素により液晶層に印加される電圧の電圧差が
、マトリックスにおける画素の配列位置に応じて変化するため、観察者から見た表示画面
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上の観察対象位置に応じてガンマ特性の視角依存性の改善度が変化する。
【００２５】
　本発明にあっては、マトリックス状に配列された画素が、液晶層を介して対向する副画
素電極及び対向電極の電極対を含んで画定される複数の副画素を有している。そして、画
素が有する少なくとも第１及び第２副画素について、夫々の明度差又は輝度差がマトリッ
クスの行方向及び／又は列方向における画素の配列位置に応じて異なるようにする。
　これにより、少なくとも第１及び第２副画素の明度差又は輝度差が、マトリックスにお
ける画素の配列位置に応じて変化するため、観察者から見た表示画面上の観察対象位置に
応じてガンマ特性の視角依存性の改善度が変化する。
【００２６】
　本発明にあっては、マトリックス状に配列された画素の配列位置がマトリックスの行方
向及び／又は列方向の中央部から離隔するほど、少なくとも第１，第２副画素により液晶
層に印加される電圧の電圧差又は少なくとも第１，第２副画素の明度差若しくは輝度差が
大きくなる。
　これにより、観察者が表示画面の中央部の前方から表示画面を観察する場合に、観察者
から見た表示画面上の観察対象位置が画面の中央部から水平方向及び／又は垂直方向に離
隔するほどガンマ特性の視角依存性の改善度が高まる。
【００２７】
　本発明にあっては、液晶パネルの表示画面の曲率に応じて、少なくとも第１，第２副画
素により液晶層に印加される電圧の電圧差又は少なくとも第１，第２副画素の明度差若し
くは輝度差が異なる。
　これにより、表示画面の曲率に応じてガンマ特性の視角依存性の影響度が変わるのを補
償すべく、ガンマ特性の視角依存性の改善度が変化する。
【００２８】
　本発明にあっては、液晶パネルの表示画面の中央部から表示画面前方の法線方向に離隔
した位置までの距離に応じて、少なくとも第１，第２副画素により液晶層に印加される電
圧の電圧差又は少なくとも第１，第２副画素の明度差若しくは輝度差が異なる。
　これにより、表示画面に対する視聴距離に応じてガンマ特性の視角依存性の影響度が変
わるのを補償すべく、ガンマ特性の視角依存性の改善度が変化する。
【００２９】
　本発明にあっては、前方に向けて凸に湾曲した液晶パネルの表示画面の曲率が大きいほ
ど又は上記視聴距離が短いほど、少なくとも第１，第２副画素により液晶層に印加される
電圧の電圧差又は少なくとも第１，第２副画素の明度差若しくは輝度差が大きい。
　これにより、表示画面の曲率の大／小又は表示画面に対する視聴距離の短／長に応じて
ガンマ特性の視角依存性の影響度が大／小に変わるのを補償すべく、ガンマ特性の視角依
存性の改善度が大／小に変化する。
【００３０】
　本発明にあっては、第１及び第２副画素夫々に含まれる副画素電極に第１及び第２スイ
ッチング素子を介してデータ信号を印加し、第１及び第２スイッチング素子夫々の制御電
極に走査信号線から走査信号を印加する。第２副画素の副画素電極には第３スイッチング
素子を介して放電容量電極が接続されており、放電容量電極及び放電容量対向電極の電極
対が第２副画素に含まれている。放電容量対向電極は所定電位に接続されており、第３ス
イッチング素子の制御電極には、上記走査信号から所定時間遅れた信号が印加される。
　これにより、各副画素電極にデータ信号が印加された時点より遅い時点で、第２副画素
の副画素電極と放電容量電極とが接続されて第２副画素の副画素電極の電圧が変化するた
め、画素が有する少なくとも第１及び第２副画素により液晶層に印加される電圧に電圧差
が生じる。
【００３１】
　本発明にあっては、第２副画素に含まれる放電容量電極及び放電容量対向電極により形
成される放電容量の大きさが、画素の配列位置に応じて異なるため、第２副画素の副画素
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電極の電圧が画素の配列位置に応じて異なることとなり、画素が有する少なくとも第１及
び第２副画素により液晶層に印加される電圧の電圧差が、マトリックスにおける画素の配
列位置に応じて変化する。
【００３２】
　本発明にあっては、画素が有する第１及び第２副画素夫々を画定する電極対に、絶縁層
を介して対向する補助容量電極及び補助容量対向電極が含まれており、補助容量電極は副
画素電極に電気的に接続されており、補助容量対向電極は所定電位に接続されている。そ
して、放電容量の大きさをＣＤＣとし、副画素電極及び対向電極により形成される液晶容
量の大きさをＣＬＣとし、補助容量電極及び補助容量対向電極により形成される補助容量
の大きさをＣＣＳとした場合、第３スイッチング素子が導通したときに第２副画素により
液晶層に印加される電圧は、ｋ＝ＣＤＣ／（ＣＤＣ＋ＣＬＣ＋ＣＣＳ）に応じて変化する
。ここではｋの値の大きさを、マトリックスの行方向及び／又は列方向における画素の配
列位置に応じて異なるようにする。
　これにより、画素が有する少なくとも第１及び第２副画素により液晶層に印加される電
圧の電圧差が、マトリックスにおける画素の配列位置に応じて変化する。
【００３３】
　本発明にあっては、第３スイッチング素子の制御電極を、マトリックスの行方向に離隔
した走査信号線に接続してあるため、特段の制御信号を生成する必要がなく、画素にデー
タ信号が印加された時点から１水平走査時間の整数倍の時間後に、画素が有する少なくと
も第１及び第２副画素により液晶層に印加される電圧に電圧差が生じる。
【００３４】
　本発明にあっては、第３スイッチング素子の制御電極を放電信号線に接続してあり、放
電信号駆動回路が、上記走査信号から所定時間遅れており、且つ画素の配列位置に応じて
信号幅が異なる信号を放電信号線に印加する。
　これにより、画素が有する少なくとも第１及び第２副画素により液晶層に印加される電
圧の電圧差が、マトリックスにおける画素の配列位置に応じて変化する。
【発明の効果】
【００３５】
　本発明によれば、画素が有する少なくとも第１及び第２副画素により液晶層に印加され
る電圧の電圧差が、マトリックスにおける画素の配列位置に応じて変化するため、観察者
から見た表示画面上の観察対象位置に応じてガンマ特性の視角依存性の改善度が変化する
。
　従って、観察対象位置の変化に応じたガンマ特性の劣化傾向と視角依存性の改善傾向と
を相殺させることにより、表示画面上の観察対象位置における法線と観察者の視線とがな
す角度が比較的大きい場合であっても、ガンマ特性の劣化を効果的に抑制することが可能
となる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図である。
【図２】実施の形態１に係る液晶パネルで画素を画定する構成を模式的に示す説明図であ
る。
【図３Ａ】液晶パネルの構成を模式的に示す断面図である。
【図３Ｂ】液晶パネルの構成を模式的に示す断面図である。
【図４】各信号線及び液晶容量に印加される信号の電圧変化を示すタイミングチャートで
ある。
【図５Ａ】平面的な液晶パネルに対する視線と表示画面の法線とがなす角度を説明するた
めの説明図である。
【図５Ｂ】前方に凸に湾曲した液晶パネルに対する視線と表示画面の法線とがなす角度を
説明するための説明図である。
【図６】副画素の実効電圧の電圧差を表示画面上の水平方向の位置に応じて変化させる例
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を示す説明図である。
【図７】表示画面上の位置とｋの値との関係を示す図表である。
【図８】階調と輝度との関係を示すグラフである。
【図９】表示画面上の位置とガンマ特性のズレ量との関係を示すグラフである。
【図１０】実施の形態１の変形例に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図である。
【図１１】実施の形態１の変形例に係る液晶パネルで画素を画定する構成を模式的に示す
説明図である。
【図１２】本発明の実施の形態２に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図である。
【図１３】実施の形態２に係る液晶パネルで画素を画定する構成を模式的に示す説明図で
ある。
【図１４】パルス幅指定信号発生回路及び放電信号生成回路夫々が出力する信号を説明す
るための説明図である。
【図１５】実施の形態２の変形例に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図である。
【図１６】副画素の実効電圧の電圧差を表示画面上の垂直方向の位置に応じて変化させる
例を示す説明図である。
【図１７】本発明の実施の形態３に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図である。
【図１８Ａ】前方に凸に湾曲した液晶パネルに対する視線と表示画面の法線とがなす角度
を説明するための説明図である。
【図１８Ｂ】前方に凸に湾曲した液晶パネルに対する視線と表示画面の法線とがなす角度
を説明するための説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　以下、本発明をその実施の形態を示す図面に基づいて詳述する。
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図であり、
図２は、実施の形態１に係る液晶パネル１００ａで画素Ｐを画定する構成を模式的に示す
説明図である。図１に示す液晶表示装置は、後述の電極対を複数含んで画定される画素Ｐ
が表示画面の垂直方向（以下、単に垂直方向又は行方向という）及び水平方向（以下、単
に水平方向又は列方向という）にマトリックス状に配列された液晶パネル１００ａを備え
る。液晶パネル１００ａは、表示画面が前方に向けて凸に湾曲している。液晶パネル１０
０ａについては、行方向に連続する２つの画素Ｐ及び該画素Ｐに係る各信号線を中心に図
示する。
【００３８】
　図２において、画素Ｐは、液晶パネル１００ａの表示画面の垂直方向に二分された副画
素ＳＰ１（第１副画素に相当）及び副画素ＳＰ２（第２副画素に相当）を有する。副画素
ＳＰ１は、液晶層３を介して対向する副画素電極１１ａ及び対向電極２１の電極対と、不
図示の絶縁層を介して対向する補助容量電極１２ａ及び補助容量対向電極２２ａの電極対
とを含んで画定される。副画素電極１１ａには、ＴＦＴ（Thin Film Transistor ：第１
スイッチング素子に対応）１５ａの一端が接続されている。副画素電極１１ａ及び補助容
量電極１２ａは電気的に接続されている。補助容量対向電極２２ａは対向電極２１の電位
（所定電位に相当）に接続されている。副画素電極１１ａ及び対向電極２１により、液晶
容量Ｃｌｃ１が形成される。また、補助容量電極１２ａ及び補助容量対向電極２２ａによ
り、補助容量Ｃｃｓ１が形成される。
【００３９】
　副画素ＳＰ２は、液晶層３を介して対向する副画素電極１１ｂ及び対向電極２１の電極
対と、補助容量電極１２ｂ及び補助容量対向電極２２ｂの電極対と、不図示の絶縁層を介
して対向する放電容量電極１３及び放電容量対向電極２３の電極対とを含んで画定される
。副画素電極１１ｂには、ＴＦＴ（第２スイッチング素子に対応）１５ｂの一端が接続さ
れている。副画素電極１１ｂ及び補助容量電極１２ｂは電気的に接続されている。放電容
量電極１３はＴＦＴ（第３スイッチング素子に対応）１４を介して副画素電極１１ｂに接
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続されている。補助容量対向電極２２ｂ及び放電容量対向電極２３は対向電極２１の電位
に接続されている。対向電極２１は、副画素ＳＰ１及びＳＰ２について共通であるが、こ
れに限定されるものではない。副画素電極１１ｂ及び対向電極２１により、液晶容量Ｃｌ
ｃ２が形成される。補助容量電極１２ｂ及び補助容量対向電極２２ｂにより、補助容量Ｃ
ｃｓ２が形成される。また、放電容量電極１３及び放電容量対向電極２３により、放電容
量Ｃｄｃが形成される。
【００４０】
　画素Ｐの水平方向の一の側方には、ＴＦＴ１５ａ及び１５ｂ夫々を介して副画素電極１
１ａ及び１１ｂにソース信号（データ信号に相当）を印加するためのソース信号線ＳＬが
垂直方向に直線的に配されている。ソース信号線ＳＬには、ＴＦＴ１５ａ及び１５ｂの他
端が接続されている。ＴＦＴ１５ａ及び１５ｂのゲート電極（制御電極に相当）は、画素
Ｐの中央部を水平方向に横切るように直線的に配された走査信号線ＧＬに接続されている
。ＴＦＴ１４のゲート電極は、垂直方向（行方向）に隣り合う次ラインの走査信号線ＧＬ
に接続されている。
【００４１】
　図１に移って、実施の形態１に係る液晶表示装置液晶表示装置は、また、走査信号線Ｇ
Ｌ，ＧＬ，・・ＧＬに走査信号を印加するゲートドライバＧＤと、ソース信号線ＳＬ，Ｓ
Ｌ，・・ＳＬにソース信号を印加するソースドライバＳＤと、ゲートドライバＧＤ及びソ
ースドライバＳＤを用いて液晶パネル１００ａによる表示を制御する表示制御回路４ａと
を備える。
【００４２】
　表示制御回路４ａは、画像を表す画像データを含む画像信号を受け付ける画像信号入力
回路４０と、画像信号入力回路４０によって分離されたクロック信号及び同期信号に基づ
いてゲートドライバＧＤ及びソースドライバＳＤ夫々を制御するゲートドライバ制御回路
４１及びソースドライバ制御回路４２とを有する。
【００４３】
　ゲートドライバ制御回路４１及びソースドライバ制御回路４２夫々は、ゲートドライバ
ＧＤ及びソースドライバＳＤの周期的な動作に必要となるスタート信号、クロック信号、
イネーブル信号等の制御信号を生成する。ソースドライバ制御回路４２は、また、画像信
号入力回路４０によって分離されたデジタルの画像データをソースドライバＳＤへ出力す
る。
【００４４】
　ゲートドライバＧＤは、画像データの１フレーム期間内に、走査信号線ＧＬ，ＧＬ，・
・ＧＬに対して、所定の時間差で順次走査信号を印加する。ソースドライバＳＤは、ソー
スドライバ制御回路４２から与えられたデジタルの画像データ（直列データ）を１水平走
査期間だけ蓄積して１ライン分の画像を表すアナログのソース信号（並列信号）を生成し
、生成したソース信号をソース信号線ＳＬ，ＳＬ，・・ＳＬに並列的に印加する。ここで
の１ライン分のソース信号は、上記所定の時間差で更新される。
【００４５】
　走査信号線ＧＬ，ＧＬ，・・ＧＬの１つに印加された走査信号は、列方向に配列された
１ライン分の画素Ｐ，Ｐ，・・Ｐ夫々に含まれるＴＦＴ１５ａ，１５ｂのゲート電極に印
加される。上記１ライン分の画素Ｐ，Ｐ，・・Ｐ夫々に含まれるＴＦＴ１４のゲート電極
には、ＴＦＴ１５ａ，１５ｂのゲート電極に印加される走査信号から１水平走査期間だけ
遅れた走査信号が印加されるが、２水平走査期間以上遅れた走査信号が印加されるように
してもよい。ＴＦＴ１４のゲート電極に印加される走査信号の遅れ量は、１フレーム期間
に対して無視できる程度であることが好ましい。
【００４６】
　ソース信号線ＳＬ，ＳＬ，・・ＳＬに印加されたソース信号は、一の走査信号線ＧＬに
走査信号が印加される１水平走査期間に、上記一の走査信号線ＧＬにゲートが接続された
ＴＦＴ１５ａ及び１５ｂ夫々を介して副画素電極１１ａ及び１１ｂに印加されると共に、
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補助容量電極１２ａ及び１２ｂにも印加される。これにより、副画素ＳＰ１及びＳＰ２夫
々に形成された液晶容量Ｃｌｃ１及びＣｌｃ２と、補助容量Ｃｃｓ１及びＣｃｓ２とにソ
ース信号が書き込まれる。このようにして１水平走査期間に１ライン分のソース信号が１
ライン分の画素Ｐ，Ｐ，・・Ｐに同時的に書き込まれる。副画素ＳＰ１及びＳＰ２に書き
込まれたソース信号は、夫々の合成容量に変化がない限り１フレーム期間だけ保持される
。
【００４７】
　次に、液晶パネル１００ａ及びこれと置き換え得る他の液晶パネルの光学的な構成につ
いて説明する。
　図３Ａは、液晶パネル１００ａの構成を模式的に示す断面図であり、図３Ｂは、液晶パ
ネル１００ｘの構成を模式的に示す断面図である。液晶パネル１００ａと液晶パネル１０
０ｘとは構成の一部のみが異なるため、説明の大部分を共通に行う。液晶パネル１００ａ
及び１００ｘは、第１ガラス基板（アレイ基板）１及び第２ガラス基板２の間に、液晶層
３を介装させて構成されている。第１ガラス基板１及び第２ガラス基板２の対向する一の
表面同士の間には、液晶層３に封入される液晶を封止するためのシール材３３が、第２ガ
ラス基板２の周縁部に沿って設けられている。
【００４８】
　第１ガラス基板１の一の表面上には、夫々が透明電極からなる副画素電極１１ａ及び１
１ｂと、補助容量電極１２ａ及び１２ｂと、補助容量対向電極２２ａ及び２２ｂと、放電
容量電極１３及び放電容量対向電極２３と、ＴＦＴ１４と、ＴＦＴ１５ａ及び１５ｂとが
含まれる層の上に配向膜３１が形成されている。特に液晶パネル１００ｘでは、配向膜３
１と上記ＴＦＴ１５ａ，１５ｂ等が含まれる層との間に、各画素Ｐに対応するＲ，Ｇ，Ｂ
三色のカラーフィルタＣＦが形成されている。第１ガラス基板１の他の表面には、偏光板
１９が貼り付けられている。第１ガラス基板１の一の表面の一の縁部には、ゲートドライ
バＧＤが表面実装されたフレキシブル基板１８が取り付けられている。
【００４９】
　第２ガラス基板２の一の表面上には、透明電極からなる対向電極２１と、配向膜３２と
が積層されて形成されている。特に液晶パネル１００ａでは、第２ガラス基板２と対向電
極２１との間にカラーフィルタＣＦが形成されている。第２ガラス基板２の他の表面には
、偏光板２９が貼り付けられている。偏光板１９と偏光板２９とでは、夫々を通過する光
の偏光方向（偏光面）が９０度異なるようにしてある。バックライト（不図示）は、第１
ガラス基板１の他の表面側（偏光板１９が貼り付けられている側）に設けられている。
【００５０】
　液晶パネル１００ａと１００ｘとでは、実質的には、カラーフィルタＣＦの位置のみが
異なる。第１ガラス基板１側にカラーフィルタＣＦを配置することにより、表示画面を湾
曲させた場合の色ずれ防止に効果を奏する。
【００５１】
　上述の構成において、画素Ｐの副画素電極１１ａ及び１１ｂ夫々と対向電極２１との間
に電圧が印加されない場合、画素Ｐを透過する光の偏光方向が変化しないため、バックラ
イトから照射されて偏光板１９を透過した光は、偏光板２９に吸収される。これに対し、
画素Ｐの副画素電極１１ａ及び１１ｂ夫々と対向電極２１との間に電圧が印加された場合
、画素Ｐを透過する光の偏光方向が電圧の大きさに応じて変化するため、バックライトか
ら照射されて偏光板１９を透過した光の偏光方向が電圧の大きさに応じて変化して偏光板
２９を透過するようになる。これにより、画素Ｐが表示する画像の明るさが変化する。
【００５２】
　次に、ソース信号線ＳＬ及び走査信号線ＧＬに印加される電圧信号と、液晶容量Ｃｌｃ
１及びＣｌｃ２に印加される電圧との関係について説明する。
　図４は、各信号線及び液晶容量Ｃｌｃ１，Ｃｌｃ２に印加される信号の電圧変化を示す
タイミングチャートである。図４に示す５つのタイミング図では、何れも同一の時間軸を
横軸にしてあり、縦軸には図の上段から、ｎ番目の走査信号線ＧＬ、ｎ＋１番目の走査信
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号線ＧＬ、一のソース信号線ＳＬ、液晶容量Ｃｌｃ１、及び液晶容量Ｃｌｃ２夫々に印加
される信号ＧＬＳｎ、信号ＧＬＳｎ＋１、信号ＳＬＳ、信号ＬＣＳ１、及び信号ＬＣＳ２
の信号レベルを示す。対向電極２１の電位はＶｃｏｍで示す。各信号の電圧は、Ｖｃｏｍ
に対する電位差である。なお、縦軸の単位電圧の大きさは必ずしも均等ではない。
【００５３】
　図４に示す２フレーム期間において、信号ＧＬＳｎは、時刻ｔ１からｔ２まで及び時刻
ｔ１１からｔ１２までの夫々１水平走査期間（１Ｈ）だけＨ（ハイ）レベルとなり、その
他の期間はＬ（ロウ）レベルの信号である。信号ＧＬＳｎ＋１は、時刻ｔ２からｔ３まで
及び時刻ｔ１２からｔ１３までの夫々１水平走査期間だけＨレベルとなり、その他の期間
はＬレベルの信号である。但し、水平ブランキング期間は無視する。信号ＳＬＳは、１フ
レーム期間内で１水平走査期間毎に振幅が変化し、次の１フレーム期間では、Ｖｃｏｍに
対する極性が反転して振幅が変化する。このように信号ＳＬＳは、１フレーム期間毎に極
性が反転するアナログの電圧信号であるが、極性の反転周期がこれに限定されるものでは
ない。
【００５４】
　以下では、信号ＬＣＳ１及びＬＣＳ２の電圧が図４に示すように時間変化することを説
明する。時刻ｔ１（又はｔ１１）で信号ＧＬＳｎがＨレベルになった場合、図２に示すＴ
ＦＴ１５ａ及び１５ｂがオン（導通状態）となり、ソース信号線ＳＬの信号ＳＬＳが副画
素電極１１ａ及び１１ｂと補助容量電極１２ａ及び１２ｂとに印加される。これにより、
液晶容量Ｃｌｃ１及びＣｌｃ２夫々に印加される信号ＬＣＳ１及びＬＣＳ２の電圧が、時
刻ｔ２（又はｔ１２）までの間に信号ＳＬＳと同じ電圧になる。
【００５５】
　その後、時刻ｔ２（又はｔ１２）で信号ＧＬＳｎがＬレベルになった場合、ＴＦＴ１５
ａ及び１５ｂがオフ（非導通状態）となる。このときに所謂引き込み現象（フィードスル
ー）の影響で、液晶容量Ｃｌｃ１及びＣｌｃ２夫々に印加される信号ＬＣＳ１及びＬＣＳ
２の電圧が若干低下するが、図示を省略する。信号ＬＣＳ１の電圧は、そのまま次のフレ
ーム期間まで保持される。
【００５６】
　一方、時刻ｔ２（又はｔ１２）で信号ＧＬＳｎ＋１がＨレベルになった場合、ＴＦＴ１
４がオンとなって放電容量Ｃｄｃが液晶容量Ｃｌｃ２及び補助容量Ｃｃｓ２に並列に接続
される。このため、時刻ｔ３（又はＴ１３）までの間に液晶容量Ｃｌｃ２及び補助容量Ｃ
ｃｓ２から放電容量Ｃｄｃに正の電荷（又は負の電荷）が移動して信号ＬＣＳ２の電圧が
低下（又は上昇）する。ここで、液晶容量Ｃｌｃ２、補助容量Ｃｃｓ２及び放電容量Ｃｄ
ｃ夫々の静電容量をＣＬＣ、ＣＣＳ及びＣＤＣとする。また、時刻ｔ１における信号ＬＣ
Ｓ２の電圧をＶ１とし、時刻ｔ２における信号ＬＣＳ１及びＬＣＳ２の電圧をＶ２とする
。時刻ｔ３における信号ＬＣＳ２の電圧Ｖ３は、電荷保存則より導かれる以下の式（１）
を変形した式（２）で表される。
【００５７】
Ｖ３×（ＣＤＣ＋ＣＬＣ＋ＣＣＳ）＝Ｖ１×ＣＤＣ＋Ｖ２×（ＣＬＣ＋ＣＣＳ）・・・・
・・・・・・・・・・・・・（１）
Ｖ３＝｛Ｖ１×ＣＤＣ＋Ｖ２×（ＣＬＣ＋ＣＣＳ）｝／（ＣＤＣ＋ＣＬＣ＋ＣＣＳ）・・
・・・・・・・・・・・・・・・（２）
【００５８】
　ここで、図４に示す信号ＳＬＳの波形がＶｃｏｍを中心に上下に略対称である状態が次
フレーム以降も継続する場合、信号ＬＣＳ１はＶｃｏｍを中心に上下に略対称の波形とな
る。この場合、信号ＬＣＳ２についても、時刻ｔ２以降１フレーム毎に絶対値が略同一の
電圧変化を繰り返すから、電圧Ｖ３の絶対値が電圧Ｖ１の絶対値と同じ値に収束する。そ
こで、式（２）にてＶ１＝－Ｖ３とし、更にｋ＝ＣＤＣ／（ＣＤＣ＋ＣＬＣ＋ＣＣＳ）と
すると、式（２）は式（３）のように変形される。
【００５９】
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Ｖ３＝Ｖ２（１－ｋ）／（１＋ｋ）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（３）
但し、０＜ｋ＜１
【００６０】
　式（３）より、電圧Ｖ３は電圧Ｖ２より絶対値が小さく、ｋの値が大きいほど絶対値が
小さくなると言える。
　以上のことから、ｋの値を大／小に変化させることにより、副画素ＳＰ１及びＳＰ２の
実効電圧の電圧差が大／小に変化することが分かる。例えばｋの値を大／小に変化させる
には、ＣＤＣを大／小に変化させればよい。次に、上記の実効電圧の電圧差を、どのよう
な場合にどのように変化させる必要があるかについて説明する。
【００６１】
　図５Ａは、平面的な液晶パネル１００に対する視線と表示画面の法線とがなす角度を説
明するための説明図であり、図５Ｂは、前方に凸に湾曲した液晶パネル１００ａに対する
視線と表示画面の法線とがなす角度を説明するための説明図である。表示画面の中央部及
び端部夫々における法線を太い実線及び破線で表す。図５Ａ及び５Ｂ夫々における観察者
が表示画面の両端を見込む視角を２α及び２βとする。簡単のために、図５Ａ及び５Ｂで
は、表示画面に沿った横幅が同一の液晶パネル１００及び１００ａについて、観察者が表
示画面の中央部の前方から表示画面に正対して観察する場合について説明する。
【００６２】
　図５Ａの場合、観察者が表示画面の中央部を観察する場合の視線と、中央部から離隔し
た位置を観察する場合の視線とがなす角度が、α’からαに増加するのに応じて、表示画
面上の観察対象位置における法線と視線とがなす角度も、α’からαに増加する。
【００６３】
　一方、図５Ｂの場合、観察者が表示画面の中央部を観察する場合の視線と、中央部から
離隔した位置を観察する場合の視線とがなす角度が、β’からβに増加するのに応じて、
表示画面上の観察対象位置における法線と視線とがなす角度はδ’からδに増加する。こ
の場合、δ’からδへの増加率は、液晶パネル１００ａの表示画面の曲率に応じて大きく
なるため、β’からβへの増加率よりも、δ’からδへの増加率の方が大きいことは自明
である。以上のことから、図５Ｂの場合は、表示画面上の観察対象位置が表示画面の中央
部から端部に移動するのに応じて、ガンマ特性の視角依存性の問題が顕著になることが分
かる。
【００６４】
　さて、画素毎に複数の副画素を有する液晶表示装置では、複数の副画素の実効電圧を変
えて副画素相互の明度差又は輝度差を異ならせることにより、ガンマ特性の視角依存性が
改善されることが分かっている。そこで、本実施の形態１では、副画素ＳＰ１及びＳＰ２
の実効電圧の電圧差を、表示画面の中央部では小さく端部では大きくし、且つその間にお
ける画素Ｐの位置の変化に応じて上記の実効電圧の電圧差を滑らかに変化させることとす
る。これに応じて、副画素ＳＰ１及びＳＰ２の明度差又は輝度差が滑らかに変化する。
【００６５】
　図６は、副画素ＳＰ１及びＳＰ２の実効電圧の電圧差を表示画面上の水平方向の位置に
応じて変化させる例を示す説明図である。本実施の形態１では、図の上段に示すように、
液晶パネル１００ａの表示画面を領域Ａｈから領域Ｇｈまでの縦長の仮想的な領域に水平
方向に７分割する。領域Ａｈ及びＧｈ夫々が表示画面に向かって左側及び右側の縁部に対
応し、領域Ｄｈが表示画面の中央部に対応する。表示画面の分割数は、ＡｈからＧｈの７
つに限定されない。
【００６６】
　ここでは、各領域中の画素Ｐに含まれる副画素ＳＰ１及びＳＰ２の実効電圧の電圧差が
、領域Ａｈ及びＧｈで最大に、且つ領域Ｄｈで最小になるようにする。そして、領域Ａｈ
から領域Ｂｈ，Ｃｈ，Ｄｈへと向かう順、及び領域Ｇｈから領域Ｆｈ，Ｅｈ，Ｄｈへと向
かう順に、上記の実効電圧の電圧差が段階的に小さくなるようにする。具体的には、上述
のｋの値が、領域Ａｈ及びＧｈで最大に、且つ領域Ｄｈで最小になるようにする。ＣＤＣ
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の大きさが、領域Ａｈ及びＧｈで最大に、且つ領域Ｄｈで最小になるようにしてもよい。
【００６７】
　上述のとおり、副画素ＳＰ１及びＳＰ２の実効電圧の電圧差を変化させることにより、
例えば図６の下段に示すように、領域Ｄｈにおける副画素ＳＰ２を副画素ＳＰ１より低い
明度又は輝度で表示させ、且つ領域Ｄｈから領域Ｃｈ，Ｂｈ，Ａｈへと向かう順、及び領
域Ｄｈから領域Ｅｈ，Ｆｈ，Ｇｈへと向かう順に、副画素ＳＰ２の明度又は輝度を段階的
に低下させる。これにより、図６の上段に示すように、観察者から観察される画素Ｐの明
度又は輝度が、液晶パネル１００ａの表示画面の全体に一様に分布するようになる。なお
、液晶パネル１００ａの表示画面が湾曲する度合が一様でない場合は、例えば湾曲する度
合いが大きい領域ほど副画素ＳＰ１及びＳＰ２の実効電圧の電圧差が更に大きくなるよう
に補正すればよい。
【００６８】
　以下では、上述の式（３）で用いたｋの値を、画素Ｐの表示画面上の位置に応じて変化
させたときのシミュレーションの結果について説明する。
　図７は、表示画面上の位置とｋの値との関係を示す図表であり、図８は、階調と輝度と
の関係を示すグラフであり、図９は、表示画面上の位置とガンマ特性のズレ量との関係を
示すグラフである。
【００６９】
　図７、８及び９でシミュレーションに用いた液晶パネルは６０インチ型であり、湾曲さ
せる前の平面的な寸法は、縦が７４８．４４ｍｍ、横が１３３０．５６ｍｍである。この
液晶パネルを曲率半径が８００ｍｍとなるように、且つ表示画面が前方に凸となるように
長手方向（横方向＝水平方向）に沿って円筒状に湾曲させたものを液晶パネル１００ａと
みなし、観察者が表示画面の中央部の前方から表示画面に正対して観察する場合について
シミュレーションを行った。但し、また、観察者から表示画面の中央部までの視聴距離は
２２４５．３２ｍｍとする。この場合、視聴者が表示画面の両端を見込む視角は約４７度
となる。
【００７０】
　図７において、表示画面上の相対位置は、表示画面の水平方向の左端部、中央部及び右
端部夫々の位置の値を－１．００、０．００及び１．００とし、その間の位置の値を表示
画面に沿う距離に対応させて均等に割り振ったものである。ここでは、液晶パネル１００
ａの表示画面を領域Ａｈから領域Ｉｈまでの縦長の仮想的な領域に水平方向に９分割する
。領域Ａｈ及びＩｈ夫々が表示画面に向かって左側及び右側の縁部に対応し、領域Ｅｈが
表示画面の中央部に対応する。従って、値が－１．００、０．００及び１．００夫々であ
る位置は、領域Ａｈの左端部、領域Ｅｈの中央部及び領域Ｉｈの右端部に対応する。また
、値が－０．７５、－０．５０及び－０．２５夫々である位置は、領域Ｂｈ、Ｃｈ及びＤ
ｈに対応し、値が０．２５、０．５０及び０．７５夫々である位置は、領域Ｆｈ、Ｇｈ及
びＨｈに対応する。
【００７１】
　各領域におけるｋの値は、領域Ａｈ、Ｂｈ、Ｃｈ、Ｄｈ、Ｅｈ、Ｆｈ、Ｇｈ、Ｈｈ及び
Ｉｈ夫々にて、０．３２、０．２８、０．２２、０．１４、０．１１、０．１４、０．２
２、０．２８及び０．３２とする。但し、液晶容量Ｃｌｃ１及びＣｌｃ２の静電容量ＣＬ
Ｃが副画素ＳＰ１及びＳＰ２に印加される画素電圧（即ち、液晶容量Ｃｌｃ１及びＣｌｃ
２に印加される電圧）によって変化し、これに伴ってｋの値も変化するため、ここでは液
晶容量Ｃｌｃ１及びＣｌｃ２に印加される実効電圧が３Ｖの場合のkの値を例示する。
　なお、図８及び９における「従来」は、ｋの値が０．１１に固定された液晶パネルの場
合を示す。
【００７２】
　次に図８に移って、図の横軸は、画像信号入力回路４０によって分離されたデジタルの
画像データに基づく階調を表し、縦軸は、最大値を１に正規化した輝度を表す。図中の各
曲線は、入力信号の階調に対する表示画面上の各相対位置で観察される輝度を示すガンマ
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特性である。一点鎖線は、従来及び本発明に係る液晶パネル１００ａで、値が０．００の
相対位置における特性を示すものであり、γ値が２．２の標準的な特性となっている。ま
た、破線及び実線夫々は、従来及び本発明に係る液晶パネル１００ａで、値が０．７５の
相対位置における特性を示すものである。本発明に係る液晶パネル１００ａでは、従来の
液晶パネルと比較して明らかにγ値が２．２の特性に近いことが分かる。
【００７３】
　ここで、値が０．００の相対位置におけるガンマ特性と、値が０．００以外の相対位置
におけるガンマ特性とのズレ量を、夫々の相対位置における特性曲線で囲まれる領域の面
積に比例する指標によって表す。例えば、本発明に係る液晶パネル１００ａについて、値
が０．７５の相対位置におけるガンマ特性のズレ量は、図８における斜線で囲まれた領域
の面積に対応する。
【００７４】
　次に図９に移って、図の横軸は表示画面上の相対位置を表し、縦軸はガンマ特性のズレ
量を表す。図中の破線及び実線夫々は、従来及び本発明に係る液晶パネル１００ａについ
てのズレ量を示すものである。従来の液晶パネルでは、値が－１．００及び１．００の相
対位置におけるガンマ特性のズレ量が３２程度まで増加するのに対し、本発明に係る液晶
パネル１００ａでは、同じ相対位置におけるガンマ特性のズレ量は、２３程度に収まって
いる。その他の相対位置についても、本発明に係る液晶パネル１００ａの方が、従来の液
晶パネルよりもズレ量が小さい。
【００７５】
　なお、本実施の形態１では、液晶パネル１００ａの表示画面が前方に向けて凸に湾曲し
ている場合について説明したが、これに限定されるものではない。表示画面が前方に向け
て凹に湾曲して場合や、図５Ａに示す液晶パネル１００のように表示画面が平面的な場合
であっても、表示画面を複数の領域に分割して、各領域中の画素Ｐに含まれる副画素ＳＰ
１及びＳＰ２の実効電圧の電圧差を変化させることにより、各領域についてのガンマ特性
の視角依存性を最適化することができる。これは、液晶パネル１００の長手方向の寸法が
比較的大きい場合、又は観察者と表示画面との距離が比較的短い場合に特に有効である。
【００７６】
　また、実施の形態１では、液晶パネル１００ａの表示画面を複数の縦長の仮想的な領域
に水平方向に分割したが、例えば表示画面が縦長の場合は、表示画面を複数の横長の仮想
的な領域に垂直方向に分割してもよい。この場合は、表示画面の垂直方向における画素Ｐ
の配列位置に応じて、副画素ＳＰ１及びＳＰ２の実効電圧の電圧差を変化させればよい。
　　　
【００７７】
　更に、実施の形態１では、観察者が表示画面の中央部の前方から表示画面に正対して観
察する場合について、画素Ｐに含まれる副画素ＳＰ１及びＳＰ２の実効電圧の電圧差が、
表示画面の中央部では小さく端部では大きくなるようにしたが、これに限定されるもので
はない。例えば、観察者が、図５Ｂに示す位置から水平方向又は垂直方向に偏った位置で
表示画面を観察する場合は、観察者が正対する表示画面上の位置を中心にして、上記の実
効電圧の電圧差が小から大に変化するようにすればよい。つまり、上記の実効電圧の電圧
差を、表示画面の水平方向及び／又は垂直方向における画素Ｐの配列位置に応じて変化さ
せればよい。
【００７８】
　更にまた、実施の形態１では、画素Ｐが２つの副画素ＳＰ１及びＳＰ２を有する例につ
いて説明したが、副画素の数は２つに限定されず、３つ以上であってもよい。例えば１つ
の画素が３つの副画素を有する場合、任意の２つの副画素の実効電圧の電圧差を上述した
ように変化させればよい。
【００７９】
　以上のように本実施の形態１によれば、マトリックス状に配列された画素Ｐが、液晶層
３を介して対向する副画素電極１１ａ，１１ｂ夫々と対向電極２１との電極対を含んで画
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定される副画素ＳＰ１，ＳＰ２を有している。そして、画素Ｐが有する少なくとも副画素
ＳＰ１，ＳＰ２について、夫々の電極対により液晶層３に印加される電圧の電圧差又は夫
々の明度差若しくは輝度差が、マトリックスの行方向及び／又は列方向における画素Ｐの
配列位置に応じて異なるようにする。
　これにより、少なくとも副画素ＳＰ１，ＳＰ２により液晶層３に印加される電圧の電圧
差又は少なくとも副画素ＳＰ１，ＳＰ２の明度差若しくは輝度差が、マトリックスにおけ
る画素Ｐの配列位置に応じて変化するため、観察者から見た表示画面上の観察対象位置に
応じてガンマ特性の視角依存性の改善度が変化する。
　従って、表示画面上の観察対象位置における法線と観察者の視線とがなす角度が比較的
大きい場合であっても、ガンマ特性の劣化を効果的に抑制することが可能となる。
【００８０】
　また、実施の形態１によれば、マトリックス状に配列された画素Ｐの配列位置がマトリ
ックスの行方向及び／又は列方向の中央部から離隔するほど、少なくとも副画素ＳＰ１，
ＳＰ２により液晶層３に印加される電圧の電圧差又は少なくとも副画素ＳＰ１，ＳＰ２の
明度差若しくは輝度差が大きくなるようにする。
　従って、観察者が表示画面の中央部の前方から表示画面を観察する場合に、観察者から
見た表示画面上の観察対象位置が画面の中央部から水平方向及び／又は垂直方向に離隔す
るほどガンマ特性の視角依存性の改善度を高めることが可能となる。
【００８１】
　更に、実施の形態１によれば、副画素ＳＰ１及びＳＰ２夫々に含まれる副画素電極１１
ａ及び１１ｂにＴＦＴ１５ａ及び１５ｂを介してデータ信号を印加し、ＴＦＴ１５ａ及び
１５ｂ夫々の制御電極に走査信号ＧＬＳｎを印加する。副画素ＳＰ２の副画素電極１１ｂ
にはＴＦＴ１４を介して放電容量電極１３が接続されており、放電容量電極１３及び放電
容量対向電極２３の電極対が副画素ＳＰ２に含まれている。放電容量対向電極２３は対向
電極２１の電位に接続されており、ＴＦＴ１４の制御電極には、上記走査信号ＧＬＳｎか
ら１水平走査時間だけ遅れた走査信号ＧＬＳｎ＋１が印加される。
　これにより、各副画素電極１１ａ及び１１ｂにデータ信号が印加された時点より遅い時
点で、副画素ＳＰ２の副画素電極１１ｂと放電容量電極１３とが接続されて副画素ＳＰ２
の副画素電極１１ｂの電圧が変化するため、画素Ｐが有する少なくとも副画素ＳＰ１及び
ＳＰ２により液晶層３に印加される電圧に電圧差を生じさせることが可能となる。
【００８２】
　更にまた、実施の形態１によれば、放電容量電極１３及び放電容量対向電極２３により
形成される放電容量の大きさが、画素Ｐの配列位置に応じて異なるため、副画素ＳＰ２の
副画素電極１１ｂの電圧が画素Ｐの配列位置に応じて異なることとなり、画素Ｐが有する
少なくとも副画素ＳＰ１及びＳＰ２により液晶層３に印加される電圧の電圧差を、マトリ
ックスにおける画素Ｐの配列位置に応じて変化させることが可能となる。
【００８３】
　更にまた、実施の形態１によれば、画素Ｐが有する副画素ＳＰ１及びＳＰ２夫々を画定
する電極対に、絶縁層を介して対向する補助容量電極１２ａと補助容量対向電極２２ａと
の電極対、及び補助容量電極１２ｂと補助容量対向電極２２ｂとの電極対が含まれている
。このうち補助容量電極１２ａ及び１２ｂ夫々は副画素電極１１ａ及び１１ｂに電気的に
接続されており、補助容量対向電極２２ａ及び２２ｂは対向電極２１の電位に接続されて
いる。そして、放電容量の大きさをＣＤＣとし、副画素電極１１ａ及び対向電極２１によ
り形成される液晶容量Ｃｌｃ１の大きさと、副画素電極１１ｂ及び対向電極２１により形
成される液晶容量Ｃｌｃ２の大きさとを、例えばＣＬＣとし、補助容量電極１２ａ及び補
助容量対向電極２２ａにより形成される補助容量Ｃｃｓ１の大きさと、補助容量電極１２
ｂ及び補助容量対向電極２２ｂにより形成される補助容量Ｃｃｓ２の大きさとを、例えば
ＣＣＳとする。この場合、ＴＦＴ１４が導通したときに副画素ＳＰ２により液晶層３に印
加される電圧は、ｋ＝ＣＤＣ／（ＣＤＣ＋ＣＬＣ＋ＣＣＳ）に応じて変化する。ここでは
ｋの値の大きさを、マトリックスの行方向及び／又は列方向における画素Ｐの配列位置に
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応じて異なるようにする。
　従って、画素Ｐが有する少なくとも副画素ＳＰ１及びＳＰ２により液晶層３に印加され
る電圧の電圧差を、マトリックスにおける画素Ｐの配列位置に応じて変化させることが可
能となる。
【００８４】
　更にまた、実施の形態１によれば、ＴＦＴ１４の制御電極を、マトリックスの行方向に
離隔した走査信号線ＧＬに接続してあるため、特段の制御信号を生成する必要がなく、画
素Ｐにデータ信号が印加された時点から１水平走査時間の整数倍の時間後に、画素Ｐが有
する少なくとも副画素ＳＰ１及びＳＰ２により液晶層３に印加される電圧に電圧差を生じ
させることが可能となる。
【００８５】
（変形例）
　実施の形態１が、補助容量対向電極２２ａ，２２ｂ及び放電容量対向電極２３を対向電
極２１の電位に接続する形態であるのに対し、実施の形態１の変形例は、補助容量対向電
極２２ａ，２２ｂ及び放電容量対向電極２３を対向電極２１の電位とは異なる所定電位に
接続する形態である。
　図１０は、実施の形態１の変形例に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図であり
、図１１は、実施の形態１の変形例に係る液晶パネル１００ｂで画素Ｐを画定する構成を
模式的に示す説明図である。
【００８６】
　本変形例に係る液晶表示装置は、液晶パネル１００ｂと、ゲートドライバＧＤと、ソー
スドライバＳＤと、表示制御回路４ｂと、該表示制御回路４ｂから液晶パネル１００ｂに
印加する電圧を中継するための補助容量電圧幹配線ＣＳＬとを備える。以下、実施の形態
１と同様の構成については同様の符号を付してその説明を省略し、実施の形態１と異なる
構成について説明する。
【００８７】
　液晶パネル１００ｂは、実施の形態１の液晶パネル１００ａと比較して、画素Ｐの垂直
方向の両端部を水平方向に直線的に横切るように配された補助容量電圧線ＣＳ１及びＣＳ
２を更に有する。補助容量電圧線ＣＳ１及びＣＳ２の夫々は、液晶パネル１００ｂの外部
で補助容量電圧幹配線ＣＳＬに接続されると共に、液晶パネル１００ｂの内部で補助容量
対向電極２２ａ及び２２ｂに接続されている（図１１参照）。補助容量電圧線ＣＳ２は、
更に放電容量対向電極２３に接続されている。
【００８８】
　表示制御回路４ｂは、実施の形態１における表示制御回路４ａと比較して、補助容量電
圧幹配線ＣＳＬを介して補助容量電圧線ＣＳ１及びＣＳ２に印加する所定電圧を発生させ
る補助容量電圧発生回路４３を更に有する。補助容量電圧線ＣＳ１及びＣＳ２に印加され
る電圧は同じであっても異なっていてもよい。
【００８９】
　次に、実施の形態１で導かれた式（２）及び（３）が、本変形例で適用可能であるか否
かを検証する。Ｖｃｏｍに対する補助容量電圧線ＣＳ１及びＣＳ２の電圧をＶｃｓとすれ
ば、本変形例では、式（１）を参照して電荷保存則より以下の式（４）が成立する。
【００９０】
（Ｖ３－Ｖｃｓ）×（ＣＤＣ＋ＣＣＳ）＋Ｖ３×ＣＬＣ
＝（Ｖ１－Ｖｃｓ）×ＣＤＣ＋Ｖ２×ＣＬＣ＋（Ｖ２－Ｖｃｓ）×ＣＣＳ・・・・（４）
【００９１】
　式（４）でＶｃｓ（ＣＤＣ＋ＣＣＳ）を辺々足し算すれば式（１）が成立し、実施の形
態１と同様に式（２）及び（３）が導かれる。このことから本変形例によれば、実施の形
態１と全く同様の効果を奏すると言える。
　なお、実施の形態１の構成に対する本変形例の構成の違いは、後述する他の実施の形態
及びその変形例に対して適用することが可能である。
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【００９２】
（実施の形態２）
　実施の形態１が、ＴＦＴ１４のゲート電極に走査信号線ＧＬを接続する形態であるのに
対し、実施の形態２は、ＴＦＴ１４のゲート電極に走査信号線ＧＬとは異なる他の信号線
を接続する形態である。
　図１２は、本発明の実施の形態２に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図であり
、図１３は、実施の形態２に係る液晶パネル１００ｃで画素Ｐを画定する構成を模式的に
示す説明図である。
【００９３】
　本実施の形態２に係る液晶表示装置は、液晶パネル１００ｃと、ゲートドライバＧＤと
、ソースドライバＳＤと、表示制御回路４ｃと、該表示制御回路４ｃから液晶パネル１０
０ｃに供給する信号を中継するための放電信号幹配線ＤＣＬａとを備える。以下、実施の
形態１と同様の構成については同様の符号を付してその説明を省略し、実施の形態１と異
なる構成について説明する。
【００９４】
　液晶パネル１００ｃは、領域Ａｈから領域Ｇｈまでの縦長の仮想的な領域に水平方向に
分割されている。領域Ａｈ及びＧｈ夫々が表示画面に向かって左側及び右側の縁部に対応
し、領域Ｄｈが表示画面の中央部に対応する。表示画面の分割数は、ＡｈからＧｈの７つ
に限定されない。液晶パネル１００ｃは、実施の形態１の液晶パネル１００ａと比較して
、画素Ｐに隣接するように水平方向に直線的に配された放電信号線ＤｃＬと、該放電信号
線ＤｃＬに電圧信号を印加するために垂直方向に直線的に配された枝配線ＢｒＬとを更に
有する。
【００９５】
　放電信号線ＤｃＬは、ＴＦＴ１４のゲート電極に接続されている（図１３参照）。
　枝配線ＢｒＬは、液晶パネル１００ｃの外部で放電信号幹配線ＤＣＬａに接続されてい
る。枝配線ＢｒＬは、画素Ｐの列毎に配されていてもよいし、上記の領域毎に共通的に配
されていてもよい。
【００９６】
　表示制御回路４ｃは、実施の形態１における表示制御回路４ａと比較して、放電信号線
ＤｃＬに印加されるべきパルス信号の信号幅（即ちパルス幅）を決定付ける信号電圧を発
生するパルス幅指定信号発生回路４５ａと、該パルス幅指定信号発生回路４５ａが発生し
た信号及び画像信号入力回路４０からのタイミング信号に基づいてパルス状の放電信号を
生成する放電信号生成回路（放電信号線駆動回路に相当）４６ａとを有する。放電信号生
成回路４６ａは、放電信号幹配線ＤＣＬａ及び枝配線ＢｒＬを介して領域ＡｈからＧｈま
での列方向の領域毎に信号幅が異なる放電信号を放電信号線ＤｃＬに印加するようになっ
ている。
【００９７】
　図１４は、パルス幅指定信号発生回路４５ａ及び放電信号生成回路４６ａ夫々が出力す
る信号を説明するための説明図である。放電信号生成回路４６ａは、ＴＦＴ１５ａ及び１
５ｂのゲート電極に印加される走査信号から時間的に遅れた放電信号Ａ＿ＤｃＳ，Ｂ＿Ｄ
ｃＳ，・・Ｇ＿ＤｃＳを領域ＡｈからＧｈまでの領域の夫々に対応して生成し、生成した
各放電信号を放電信号幹配線ＤＣＬａ、枝配線ＢｒＬ及び放電信号線ＤｃＬを介してＴＦ
Ｔ１４のゲート電極に印加する。これらの放電信号Ａ＿ＤｃＳ，Ｂ＿ＤｃＳ，・・Ｇ＿Ｄ
ｃＳの走査信号に対する遅れ量は、実施の形態１における信号ＧＬＳｎ及びＧＬＳｎ＋１
の時間差より適当に大きく、且つ１フレーム期間に対して無視できる程度であればよい。
【００９８】
　パルス幅指定信号発生回路４５ａは、放電信号生成回路４６ａが領域毎に生成する放電
信号Ａ＿ＤｃＳ，Ｂ＿ＤｃＳ，・・Ｇ＿ＤｃＳの信号幅を決定するための信号を領域毎に
発生する。具体的には、パルス幅指定信号発生回路４５ａが領域Ａｈ，Ｂｈ，・・Ｇｈ夫
々について信号ＶＡ，ＶＢ，・・ＶＧを発生し、これらの信号に基づいて放電信号生成回
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路４６ａが放電信号Ａ＿ＤｃＳ，Ｂ＿ＤｃＳ，・・Ｇ＿ＤｃＳを生成する。
【００９９】
　ここで発生する放電信号Ａ＿ＤｃＳ，Ｂ＿ＤｃＳ，・・Ｇ＿ＤｃＳの信号幅は、領域Ａ
ｈ及びＧｈで最大に、且つ領域Ｄｈで最小になるものである。そして、領域Ａｈから領域
Ｂｈ，Ｃｈ，Ｄｈへと向かう順、及び領域Ｇｈから領域Ｆｈ，Ｅｈ，Ｄｈへと向かう順に
、信号幅が段階的に小さくなる。このようにＴＦＴ１４のゲート電極に印加する放電信号
Ａ＿ＤｃＳ，Ｂ＿ＤｃＳ，・・Ｇ＿ＤｃＳの信号幅を変化させることにより、放電容量Ｃ
ｄｃに対してＴＦＴ１４を介して流入又は流出する電荷量を列方向の領域毎に変化させる
ことができる。これにより、実施の形態１でｋ＝ＣＤＣ／（ＣＤＣ＋ＣＬＣ＋ＣＣＳ）の
値を、領域Ａｈ及びＧｈで最大に、且つ領域Ｄｈで最小になるように段階的に変化させる
のと同等の効果を奏する。
【０１００】
　なお、本実施の形態２では、画素Ｐが副画素ＳＰ１及びＳＰ２を有する例について説明
したが、副画素の数は２つに限定されず、３つ以上であってもよい。例えば１つの画素に
３つの副画素が含まれる場合、任意の２つの副画素の実効電圧の電圧差を上述した放電信
号Ａ＿ＤｃＳ，Ｂ＿ＤｃＳ，・・Ｇ＿ＤｃＳの信号幅に応じて変化させてもよい。
【０１０１】
　以上のように本実施の形態２によれば、ＴＦＴ１４のゲート電極を放電信号線ＤｃＬに
接続してあり、放電信号生成回路４６ａが、上記走査信号から所定時間だけ遅れており、
且つ画素Ｐの列方向の配列位置に応じて信号幅が異なる放電信号Ａ＿ＤｃＳ，Ｂ＿ＤｃＳ
，・・Ｇ＿ＤｃＳを放電信号線ＤｃＬに印加する。
　従って、画素Ｐが有する少なくとも副画素ＳＰ１及びＳＰ２により液晶層３に印加され
る電圧の電圧差を、マトリックスにおける画素Ｐの列方向の配列位置に応じて変化させる
ことが可能となる。特に、液晶パネル１００ｃの表示画面が水平方向（横方向）に沿って
円筒状に湾曲する場合に効果を奏する。
【０１０２】
（変形例）
　実施の形態２が、画素Ｐの列方向の配列位置に応じて信号幅が異なる放電信号Ａ＿Ｄｃ
Ｓ，Ｂ＿ＤｃＳ，・・Ｇ＿ＤｃＳが放電信号線ＤｃＬに印加される形態であるのに対し、
実施の形態２の変形例は、画素Ｐの行方向の配列位置に応じて信号幅が異なる放電信号が
放電信号線ＤｃＬに印加される形態である。
　図１５は、実施の形態２の変形例に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図であり
、図１６は、副画素の実効電圧の電圧差を表示画面上の垂直方向の位置に応じて変化させ
る例を示す説明図である。
【０１０３】
　本変形例に係る液晶表示装置は、液晶パネル１００ｄと、ゲートドライバＧＤと、ソー
スドライバＳＤと、表示制御回路４ｄと、該表示制御回路４ｄから液晶パネル１００ｄに
印加する電圧を中継するための放電信号幹配線ＤＣＬｂとを備える。以下、実施の形態１
及び２と同様の構成については同様の符号を付してその説明を省略し、実施の形態１及び
２と異なる構成について説明する。
【０１０４】
　液晶パネル１００ｄは、領域Ａｖから領域Ｇｖまでの横長の仮想的な領域に垂直方向に
分割されている。領域Ａｖ及びＧｖ夫々が表示画面に向かって上側及び下側の縁部に対応
し、領域Ｄｖが表示画面の中央部に対応する。表示画面の分割数は、ＡｖからＧｖの７つ
に限定されない。液晶パネル１００ｄは、実施の形態１の液晶パネル１００ａと比較して
、画素Ｐに隣接するように水平方向に直線的に配された放電信号線ＤｃＬを更に有する。
放電信号線ＤｃＬは、液晶パネル１００ｄの外部で放電信号幹配線ＤＣＬｂに接続される
と共に、液晶パネル１００ｄの内部でＴＦＴ１４のゲート電極に接続されている。
【０１０５】
　表示制御回路４ｄは、実施の形態２における表示制御回路４ｃと比較して、パルス幅指
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定信号発生回路４５ａが発生した信号及び画像信号入力回路４０からのタイミング信号に
基づいてパルス状の放電信号を生成する放電信号生成回路４６ｂを有する点が異なる。放
電信号生成回路４６ｂは、放電信号幹配線ＤＣＬｂを介して領域ＡｖからＧｖまでの行方
向の領域毎に信号幅が異なる放電信号（放電信号Ａ＿ＤｃＳ，Ｂ＿ＤｃＳ，・・Ｇ＿Ｄｃ
Ｓとは、信号の周期が異なる）を放電信号線ＤｃＬに印加するようになっている。
【０１０６】
　放電信号生成回路４６ｂが発生する放電信号の信号幅は、領域Ａｖ及びＧｖで最大に、
且つ領域Ｄｖで最小になるものである。そして、領域Ａｖから領域Ｂｖ，Ｃｖ，Ｄｖへと
向かう順、及び領域Ｇｖから領域Ｆｖ，Ｅｖ，Ｄｖへと向かう順に、信号幅が段階的に小
さくなる。このようにＴＦＴ１４のゲート電極に印加する信号幅を変化させることにより
、放電容量Ｃｄｃに対してＴＦＴ１４を介して流入又は流出する電荷量を行方向の領域毎
に変化させることができる。これにより、実施の形態１でｋ＝ＣＤＣ／（ＣＤＣ＋ＣＬＣ
＋ＣＣＳ）の値を、領域Ａｖ及びＧｖで最大に、且つ領域Ｄｖで最小になるように段階的
に変化させるのと同等の効果を奏する。
【０１０７】
　より具体的には、各領域中の画素Ｐに含まれる副画素ＳＰ１及びＳＰ２の実効電圧の電
圧差が、領域Ａｖ及びＧｖで最大に、且つ領域Ｄｖで最小になる。そして、領域Ａｖから
領域Ｂｖ，Ｃｖ，Ｄｖへと向かう順、及び領域Ｇｖから領域Ｆｖ，Ｅｖ，Ｄｖへと向かう
順に、上記の実効電圧の電圧差が段階的に小さくなる。このため、図１６の右端部に示す
ように、領域Ｄｖにおける副画素ＳＰ２が副画素ＳＰ１より低い明度又は輝度で表示され
、且つ領域Ｄｖから領域Ｃｖ，Ｂｖ，Ａｖへと向かう順、及び領域Ｄｖから領域Ｅｖ，Ｆ
ｖ，Ｇｖへと向かう順に、副画素ＳＰ２の明度又は輝度が段階的に低下する。これにより
、観察者から観察される画素Ｐの明度又は輝度が、液晶パネル１００ｄの表示画面の全体
に一様に分布するようになる。
【０１０８】
　以上のように本実施の形態２の変形例によれば、ＴＦＴ１４のゲート電極を放電信号線
ＤｃＬに接続してあり、放電信号生成回路４６ｂが、上記走査信号から所定時間だけ遅れ
ており、且つ画素Ｐの行方向の配列位置に応じて信号幅が異なる放電信号を放電信号線Ｄ
ｃＬに印加する。
　従って、画素Ｐが有する少なくとも副画素ＳＰ１及びＳＰ２により液晶層３に印加され
る電圧の電圧差を、マトリックスにおける画素Ｐの行方向の配列位置に応じて変化させる
ことが可能となる。特に、液晶パネル１００ｄの表示画面が垂直方向（縦方向）に沿って
円筒状に湾曲する場合に効果を奏する。
【０１０９】
（実施の形態３）
　実施の形態２が、画素Ｐの配列位置に応じて放電信号線ＤｃＬに印加する放電信号Ａ＿
ＤｃＳ，Ｂ＿ＤｃＳ，・・Ｇ＿ＤｃＳの信号幅を変化させる場合に、観察者の視聴距離及
び液晶パネル１００ｃの曲率を考慮しない形態であるのに対し、実施の形態３は、観察者
の視聴距離及び／又は液晶パネル１００ｃの曲率を考慮した上で、画素Ｐの配列位置に応
じて放電信号線ＤｃＬに印加する放電信号Ａ＿ＤｃＳ，Ｂ＿ＤｃＳ，・・Ｇ＿ＤｃＳの信
号幅を変化させる形態である。
【０１１０】
　図１７は、本発明の実施の形態３に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図である
。本実施の形態３に係る液晶表示装置は、液晶パネル１００ｃと、ゲートドライバＧＤと
、ソースドライバＳＤと、表示制御回路４ｅと、該表示制御回路４ｅから液晶パネル１０
０ｃに供給する信号を中継するための放電信号幹配線ＤＣＬａとを備える。以下、実施の
形態１及び２と同様の構成については同様の符号を付してその説明を省略し、実施の形態
１及び２と異なる構成について説明する。
【０１１１】
　表示制御回路４ｅは、実施の形態２における表示制御回路４ｃと比較して、パルス幅指
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定信号発生回路４５ｂが、１つの情報に応じてパルス幅指定信号を発生させるようにして
あり、パルス幅指定信号発生回路４５ｂが発生すべき信号ＶＡ，ＶＢ，・・ＶＧを指定す
る情報を複数記憶するパルス幅指定情報記憶部４７と、外部からの読出情報決定データを
受け付けて、パルス幅指定情報記憶部４７から読み出されるべき１つの情報を決定する読
出情報決定部４８とを更に有する。
【０１１２】
　パルス幅指定信号発生回路４５ｂは、読出情報決定部４８が決定した１つの情報をパル
ス幅指定情報記憶部４７から読み出し、読み出した情報によって指定される信号ＶＡ，Ｖ
Ｂ，・・ＶＧを発生する。つまり、放電信号生成回路４６ａが領域毎に生成する放電信号
Ａ＿ＤｃＳ，Ｂ＿ＤｃＳ，・・Ｇ＿ＤｃＳの信号幅が、外部からの読出情報決定データに
応じて変化する。これにより、少なくとも副画素ＳＰ１及びＳＰ２により液晶層３に印加
される電圧の電圧差と、少なくとも副画素ＳＰ１及びＳＰ２の明度差又は輝度差とが、画
素Ｐの配列位置に応じて変化するのみならず、外部からの読出情報決定データに応じて変
化することとなる。
【０１１３】
　なお、読出情報決定部４８が、パルス幅指定情報記憶部４７に記憶された複数の情報の
うちから１つの情報を選択するための情報をパルス幅指定信号発生回路４５ｂに与えるよ
うにしておき、パルス幅指定信号発生回路４５ｂが、読出情報決定部４８から与えられた
情報に基づいて、パルス幅指定情報記憶部４７に記憶された複数の情報のうちから１つの
情報を読み出すようにしてもよい。
【０１１４】
　次に、読出情報決定データについて説明する。
　図１８Ａは、前方に凸に湾曲した液晶パネル１００ｃに対する視線と表示画面の法線と
がなす角度を説明するための説明図であり、図１８Ｂは、前方に凹に湾曲した液晶パネル
１００ｅに対する視線と表示画面の法線とがなす角度を説明するための説明図である。図
１８Ｂに示す２つの液晶パネル１００ｅは同じものであり、表示画面に対する観察者の位
置だけが異なる。
【０１１５】
　図１８Ａ及び１８Ｂ夫々に示す液晶パネル１００ｃ及び１００ｅは、表示画面が前方に
凸及び凹となるように例えば水平方向（横方向）に沿って円筒状に湾曲させてある。液晶
パネル１００ｃ及び１００ｅの曲率中心を中心Ｏとする。観察者は、表示画面の中央部と
中心Ｏとを結ぶ線分上又はこの線分の延長上に位置しており、表示画面に正対している。
ここでは、表示画面の中央部と観察者の位置との離隔距離、即ち視聴距離をＬとし、表示
画面の曲率半径をＲとする。観察対象位置が表示画面上の端部である場合に、観察対象位
置における表示画面の法線と観察者の視線とがなす角度をδとする。
【０１１６】
　図１８Ａに示すように、液晶パネル１００ｃが前方に凸である場合、Ｒの値を固定した
ときは、明らかにＬの値が小さいほどδの値が大きくなり、逆にＬの値を固定したときは
、明らかにＲの値が小さいほどδの値が大きくなる。但し、δの値が９０度になるときを
限界とする。δの値が大きいほど、ガンマ特性の視角依存性の問題が顕著になるのは上述
したとおりである。よって、読出情報決定データの値の大／小を、視聴距離であるＬの値
又は表示画面の曲率半径であるＲの値の大／小に対応させた場合は、読出情報決定データ
の値が大きい（又は小さい）ほど、信号幅が小さい（又は大きい）放電信号Ａ＿ＤｃＳ，
Ｂ＿ＤｃＳ，・・Ｇ＿ＤｃＳが出力されるように、信号ＶＡ，ＶＢ，・・ＶＧを指定する
１つの情報が読出情報決定部４８にて決定される構成にする。なお、Ｒの値が面内で一様
である必要はなく、例えば領域毎に平均的なＲの値が異なる場合は、領域毎にＲの値の大
小に応じて信号幅が補正された放電信号Ａ＿ＤｃＳ，Ｂ＿ＤｃＳ，・・Ｇ＿ＤｃＳが出力
されるようにすればよい（以下同様）。
【０１１７】
　一方、図１８Ｂに示すように、液晶パネル１００ｅが前方に凹である場合、Ｒの値を固
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定したときは、Ｌの値が０からＲの値まで増大するほどδの値が減少し（図の右側のケー
スを参照）、Ｌの値がＲの値から更に増大するほどδの値が増大する（図の左側のケース
を参照）。逆にＬの値を固定したときは、Ｒの値がＬより小さい値からＬの値まで増大す
るほどδの値が減少し（図の左側のケースを参照）、Ｒの値がＬの値から更に増大するほ
どδの値が増大する（図の右側のケースを参照）。
【０１１８】
　よって、読出情報決定データの値の大／小をＬの値の大／小に対応させた場合は、Ｌ＜
Ｒのときに、読出情報決定データの値が大きい（又は小さい）ほど、信号幅が小さい（又
は大きい）放電信号Ａ＿ＤｃＳ，Ｂ＿ＤｃＳ，・・Ｇ＿ＤｃＳが出力されるように、信号
ＶＡ，ＶＢ，・・ＶＧを指定する１つの情報が決定される構成にする。また、Ｌ＞Ｒのと
きに、読出情報決定データの値が大きい（又は小さい）ほど、信号幅が大きい（又は小さ
い）放電信号Ａ＿ＤｃＳ，Ｂ＿ＤｃＳ，・・Ｇ＿ＤｃＳが出力されるように、信号ＶＡ，
ＶＢ，・・ＶＧを指定する１つの情報が決定される構成にする。
【０１１９】
　これに対し、読出情報決定データの値の大／小をＲの値の大／小に対応させた場合は、
Ｒ＜Ｌのときに、読出情報決定データの値が大きい（又は小さい）ほど、信号幅が小さい
（又は大きい）放電信号Ａ＿ＤｃＳ，Ｂ＿ＤｃＳ，・・Ｇ＿ＤｃＳが出力されるように、
信号ＶＡ，ＶＢ，・・ＶＧを指定する１つの情報が決定される構成にする。また、Ｒ＞Ｌ
のときに、読出情報決定データの値が大きい（又は小さい）ほど、信号幅が大きい（又は
小さい）放電信号Ａ＿ＤｃＳ，Ｂ＿ＤｃＳ，・・Ｇ＿ＤｃＳが出力されるように、信号Ｖ
Ａ，ＶＢ，・・ＶＧを指定する１つの情報が決定される構成にする。
【０１２０】
　以上のことから、液晶パネルが前方に凸であるか凹であるかによって、パルス幅指定情
報記憶部４７の記憶内容が切り替わるようにしておくことが好ましい。また、読出情報決
定データがＲの値及びＬの値の何れに対応するかによって、パルス幅指定情報記憶部４７
の記憶内容が更に切り替わるようにしておくことが好ましい。更に、液晶パネルが前方に
凹の場合は、Ｒの値及びＬの値の大小関係の違いに応じてパルス幅指定情報記憶部４７の
記憶内容が更に切り替わるようにしておくことが好ましい。換言すれば、パルス幅指定情
報記憶部４７の記憶内容を切り替えることにより、上述したどのような場合であっても、
読出情報決定データに基づいて、パルス幅指定情報記憶部４７に記憶された複数通りの情
報のうちから液晶パネルの曲率半径及び／又は視聴距離に最適の情報を１組決定すること
ができる。
【０１２１】
　なお、本実施の形態３にあっては、読出情報決定部４８が外部から読出情報決定データ
を取得する場合について説明したが、曲率半径及び視聴距離が固定的に定められる場合は
、読出情報決定部４８を用いないようにすることができる。この場合、パルス幅指定情報
記憶部４７は、予め定められた曲率半径及び視聴距離に応じた最適の情報を記憶すればよ
い。
【０１２２】
　一方、手動又は電動にて曲率半径が可変である液晶パネルを用いる場合、曲率半径が変
化したときに曲率半径を検出し、検出した曲率半径を示すデータを読出情報決定データと
すればよい。また観察者による視聴距離が例えばカメラ又はセンサにより検出可能である
場合、検出した視聴距離を示すデータを読出情報決定データとすればよい。これにより、
視聴者が設定する液晶パネルの曲率半径又は視聴者と液晶表示装置との視聴距離に応じて
、臨場感のある視聴環境や最適な視野角特性が実現され、表示品質が高い液晶表示装置が
提供される。
【０１２３】
　以上のように本実施の形態３によれば、液晶パネル１００ｃ又は１００ｅの表示画面の
曲率半径Ｒに応じて、少なくとも副画素ＳＰ１，ＳＰ２により液晶層３に印加される電圧
の電圧差又は少なくとも副画素ＳＰ１，ＳＰ２の明度差若しくは輝度差が異なる。
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　従って、表示画面の曲率に応じてガンマ特性の視角依存性の影響度が変わるのを補償す
べく、ガンマ特性の視角依存性の改善度を変化させることが可能となる。なお、表示画面
の曲率半径Ｒが面内で一定ではない場合であっても、同様の効果を奏する。
【０１２４】
　また、実施の形態３によれば、液晶パネル１００ｃ又は１００ｅの表示画面の中央部か
ら表示画面前方の法線方向に離隔した位置までの視聴距離Ｌに応じて、少なくとも副画素
ＳＰ１，ＳＰ２により液晶層３に印加される電圧の電圧差又は少なくとも副画素ＳＰ１，
ＳＰ２の明度差若しくは輝度差が異なる。
　従って、表示画面に対する視聴距離Ｌに応じてガンマ特性の視角依存性の影響度が変わ
るのを補償すべく、ガンマ特性の視角依存性の改善度を変化させることが可能となる。
【０１２５】
　更に、実施の形態３によれば、前方に向けて凸に湾曲した液晶パネル１００ｃの表示画
面の曲率半径が小さい（即ち曲率が大きい）ほど又は視聴距離が短いほど、副画素ＳＰ１
，ＳＰ２により液晶層３に印加される電圧の電圧差又は少なくとも副画素ＳＰ１，ＳＰ２
の明度差若しくは輝度差が大きい。
　従って、表示画面の曲率の大／小又は表示画面に対する視聴距離の短／長に応じてガン
マ特性の視角依存性の影響度が大／小に変わるのを補償すべく、ガンマ特性の視角依存性
の改善度を大／小に変化させることが可能となる。
【０１２６】
　今回開示された実施の形態は、全ての点で例示であって、制限的なものではないと考え
られるべきである。本発明の範囲は、上述した意味ではなく、請求の範囲によって示され
、請求の範囲と均等の意味及び範囲内での全ての変更が含まれることが意図される。また
、各実施の形態で記載されている技術的特徴は、お互いに組み合わせることが可能である
。
【符号の説明】
【０１２７】
　Ｐ　画素
　ＳＰ１、ＳＰ２　副画素
　Ｃｌｃ１、Ｃｌｃ２　液晶容量
　Ｃｃｓ１、Ｃｃｓ２　補助容量
　Ｃｄｃ　放電容量
　ＣＳ１、ＣＳ２　補助容量電圧線
　ＣＳＬ　補助容量電圧幹配線
　ＤｃＬ　放電信号線
　ＤＣＬａ、ＤＣＬｂ　放電信号幹配線
　ＢｒＬ　枝配線
　ＧＬ　走査信号線
　ＧＤ　ゲートドライバ
　ＳＬ　ソース信号線
　ＳＤ　ソースドライバ
　１１ａ、１１ｂ　副画素電極
　１２ａ、１２ｂ　補助容量電極
　１３　放電容量電極
　１４、１５ａ、１５ｂ　ＴＦＴ
　２１　対向電極
　２２ａ、２２ｂ　補助容量対向電極
　２３　放電容量対向電極
　３　液晶層
　４ａ、４ｂ、４ｃ、４ｄ、４ｅ　表示制御回路
　４０　画像信号入力回路
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　４３　補助容量電圧発生回路
　４５ａ、４５ｂ　パルス幅指定信号発生回路
　４６ａ、４６ｂ　放電信号生成回路
　４７　パルス幅指定情報記憶部
　４８　読出情報決定部
　１００、１００ａ、１００ｂ、１００ｃ、１００ｄ、１００ｅ、１００ｘ　液晶パネル

【図１】 【図２】
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【図３Ａ】 【図３Ｂ】

【図４】 【図５Ａ】

【図５Ｂ】



(28) JP 6490811 B2 2019.3.27

【図６】 【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８Ａ】

【図１８Ｂ】
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